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2018 年度．2019 年度 
銅駝美術工芸高校アートフェスティバルにて
「きらきらした螺鈿を使ったアクセサリー作り」を実施。




















































2018 年 12月 5日～ 1月 14日 兵庫県有馬玩具博物館にて
五感であそぶ木漆作品を展示しました。
12 月 5 日 感じるワークショップ「目で聴く、耳で視る」
（参加者 30 名）
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まとめ
2017 年から始めたこどもうるし生活プロジェクトは、
国内外の漆芸の産地の現状調査と研修で得た成果と、う
るしの魅力を、子供達や子育て世代に親しみやすい形で
伝えていくことを目標に活動を進めてきました。漆芸産
地に足を運び、工房の職人や作家と直接話をし、街の歴
史や風土を見聞きすると、漆芸産業は、職人の高齢化や
生産量の低下など厳しい現状がありますが、一方で日本
の漆芸従事者の層の厚みや漆工技術はまだまだ高いレベ
ルを保っており、漆の魅力を伝えようとする活動が各地
で起こり始めていることを感じました。
こどもうるし生活プロジェクトの真の成果があらわれ
てくるのは、何十年も先かもしれません。しかし、漆の
ことを全く知らない子供達が漆の存在を意識するように
なることや、自分の作品を作ること以外に、漆のことを
誰かに伝えようとする学生の姿勢が生まれてきたこと
は、今後の漆工芸や日本文化に何らかの良い影響がある
と信じています。
工芸は自然の恵みと人間の叡智の結晶であり、自然の
中で永続的に人間が文化的な生活を営むことの知恵が詰
まっています。今後のものづくりに欠かせないAIやデジ
タルファブリケーションの発達を、より人間的な喜びを
伴うものとするためにも、ものづくりの原点である手づ
くりによる創造力が重要だと考えます。
この 3年間の活動により、漆を学ぶことで感受性や創造
性を高める「感性の教育」ができるのではないかという
可能性を強く感じるようになり、今後も活動内容の精度
を上げていきたいと考えています。
図 12　2019 年度プロジェクト参加者
